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は「家族の団らん」の割合が相対的に高い。
④図13d～fにより、夫・妻・子供ともに「LDK｣や「和
室｣が帰宅時の主要な着替え場所となっており、「LDKI
は公室通過型の子供と妻でとくに高くなっている。
⑤図14a～dにより、「寝室｣使用の割合や寝室使用者の
「夫婦十子供(親子同室)」の割合､および｢子供の学習一
趣味」や「LDKや和室での子･供の着替え」の割合が子供
の成長につれて大きく減少する傾向が読み取れる。
⑥図15aより、公室通過型・動線独立型のいずれも「寝
室(使用)」の割合は独立和室＞両用和室＞一体和室の順
となっている。図15bより、「夫婦十子供」（親子同室）
の割合は、公室通過型では独立和室＞両用和室＞一体和
室の順であるのに対して、動線独立型では逆順となって
いる。図15cより、「その他の日常使用」の内容が多様
な構成をみせるのは、公室通過型の一体和室と動線独立
型の両用和室であり、その他の和室は「子供の学習・趣
味」が主要な内容となっている。
が維持されている）ことが確認できる＝
5．1階和室の使われ方（図13，14，15）
1階和室の使われ方を示したものが図13である。
①和室の使途（図13a)は多様であるが、動線独立型で
は「寝室」≧「その他の日常使用」＞「客間」＞「納戸
等」の順であるのに対･して、公室通過型では「その他垂
日常使用」が4割を占めて最も多くなっている。
②寝室として使用の場合の使用者（図13b)は、いずれ
も「夫婦十子供」（親子同室）が最も多くなっている。
③「その他の日常使用」の主な用途（図13c)は、いず
れも「子供の学習・趣味」「家族の団らん」を中心として
いるが、公室通過型では｢友人との交流｣、動線独立型-ご
「垂壷罰「両露頭1
?」???、?
」 l’！
6．2階居室の使われ方（図16，17）
①2階居室の使われ方を示したものが図16である｡両タ
イプとも「寝室十複数α室（寝室以外の用途室)」が約
30％、「寝室十α室十納戸」が約20％など、寝室以外の
用途で多様に使われ、「寝室なし（家族全員が1階和室
で就寝)」も1割弱となっている。
②2階α室の用途を示したものが図17である｡いずれ逢
多様な使われ方がみられるが、公室通過型では「子供の
学習・趣味」「妻の仕事･趣味」「家族の団らん｣、動線独
立型では「夫の仕事・趣味」「客間」「その他」が相対的
に高くなっている。
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11
ﾛ動線独立
1 率は､夫では公室通過型50％＞動線独立型40％､妻で;言
公室通過型48％＞動線独立型43％であり、いずれも公室
通過型の方が高くなっている。
④夫は妻に比して「共同」の比重が高いが、公室通過型
の参加率の高さは｢公共」「商業｣の高さによってもたら
せている。一方、妻は夫に比して「自主」「共同」「公共
「商業」の4種に分散しているが、公室通過型での参蕊
率の高さは「公共」によってもたらされている。
図17．2階α室の用途
7．余暇活動参加実態（図18，19）
最後に、住様式・住意識の背景にある生活様式（生活
の豊かさに対する姿勢）を捉える意味で、グループ単位
での余暇活動への参加実態を検討する注'2）。
①余暇活動の種類を6分類した上で、それぞれの参加率
を'性別に示したものが図18である。夫の「職場サーク
ル」参加率は動線独立型の方がやや高いが、他の項目に
ついては、程度の差はみられるものの全て公室通過型の
参加率の方が高くなっている。
②活動種類別参加率をみると、夫・妻ともに「自主サー
クル」の役割が大きいが、夫では「職場サークル｣、妻で
は「公共講座」「民間講座」もそれに匹敵している。
③これを「余暇生活の社会化（公共化・商業化・共同化
の補完･対立関係)」という観点から、「自主」「共同」「公
共」「商業」「非参加」の5分類で再構成し、個人単位で
の参加率を示したものが図19である注'鋤。個人単位参加
8．まとめ
①「公室通過型」の居・住者は「公室通過型」であること
を自覚的に購入しており、その背景には、「立地の利震
性」よりも「住宅そのもの」を重視し、「経済性･機能性
を超えた「生活そのものの豊かさ」を重視する住居観や
住意識が形成されている様子がうかがわれるが、その雲
勢はグループ活動参加率の高さからも裏づけられる。
②このような住居観や住意識の違いは、住様式の面で猿
主として「子供の生活（台所仕事参加やLDKでの宿題。
学習および趣味･遊び)」の頻度や時間の違いとなって現
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れている。基本的には「公室通過型」における子供のLDK
生活の頻度の高さや時間の長さが顕著であるが、これを
子供の年齢との関係でみると、「公室通過型｣では成長に
つれて頻度や時間が大きく減少することなく一定程度維
持している点が注目されるところである。
③一方、「家族そろって夕食」「平日に家族そろって過ご
す」等については、必ずしも「公室通過型」の頻度が高
いわけではなく、「動線独立型」に両極分化（従って「公
室通過型」は相対的に中間的性格）という傾向がみられ
る。この検証にはさらなる調査分析が必要と考えている
が、「公室通過型」においては必ずしも「家族密着型」で
はなく、「自立生活(仕事や余暇活動を含む自分らしい生
活)」を確立しながら「適度な気配感と距離感」を形成し
ようとする姿勢の現れと考えられる。そして｢近所の人」
「妻の知人」「子供の友人｣等をLDKに招き入れる頻度に
ついても「公室通過型」＞「動線独立型」である点は、
家族を超えた地域に対しても「適度な気配感と距離感」
を形成しようとする姿勢の現れと考えられる。
④以上総じてみて、「公室通過型｣の急増の背景には､そ
れを求める「需要側のニーズ」が形成されていたものと
推察されるが、他地域を含む調査対象と調査内容の拡大
によってさらに検証を深めることを課題としたい。
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本稿をまとめるにあたり福井大学大学院修了生・辻井
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注
注1）参考文献8)、9)、16)、17)
注2）鈴木成文は参考文献5の中で「現代の状況の中では、住居は好ま
しい個別性を失って全てが画一化・均一化しつつある」と述べて
いる。また、小林秀樹は参考文献18の中で「nLDK」を「今日の
間取り」の定型と位腫づけ、「多くの騰者による脱得力ある脱n
LDK鴫とは裏腹に、n山Kの間取りは今日ますます隆盛だ」と述
べている。
注3）ここでの系統樹的分類については、古生物学における生物進化の
系統樹にヒントを得たものである（井尻正二：新版科学臆、大月
書店、1977.5).1階の室栂成について、「台所(K)」と連なる一
連の洋室を【公室(P)】とした上で、その他の居室【和室：■、
洋室：□】との繋がり方と【続き間：（■■）（■■■）（■□）
等で表示】の有無に注目して分類を行った。その他の居室との繋
がり方については、Pと接続する関係を「・」、Pとは独立の関係
を「＋」で表示した（例えば「P・■」は「Pに和室1室が接続｣、
「p-(■■)」は「Pに和室続き間が接続」を意味する)。図lに
示すように、把握した室構成タイプについて、左端の「公室のみ
型」から右方向への室数増加にともなう系統発生を樹状図として
表した。
注4）図1～図3には福井地域における四半世紀の変化を示しているが、
岩手（東日本住文化圏）・大分（西日本住文化圏）を含めた検肘
結果を別途報告の予定である（基本的には地域性を超えた共通的
傾向が確露できる)。
注5)Kを含む洋室で、10提未満を「DK｣、10畳以上を「LDK」とした。
注6）「動線独立型」の中には［2階：公室(LDK)、1階：私室］という
タイプが含まれている。本稿ではそれを「私公型」として分けて
鋸職しているが、現状では極めて希有であるため、以下の分析で
は「励線独立型」としてまとめて扱っている。
注7）「新聞紙上広告」には所在地不詳のものが多く含まれるため、「新
聞折込広告」を使用しながら所在地を特定できるものを調査対象
とした。
注8）参考文献6
注9）参考文献11．本論文と同様の趣旨で「居間中心型（公室通過型に
相当)」の普及勤向を明らかにしつつ、「中廊下型（動線独立型に
相当)」との比較検討を行っているが、聯入時の住意識や入居後
の住様式に関わる論究は少ない。このような住意識・住様式の分
析を通して「居住者側からみた変化の兆し」と言えるかどうかを
検証するところに本騰文の独自性があるものと考えている。
注10)福井市の市街化区域内で概ね1990年までに区画整理が完了した
環状線内を「中心市街地｣、それ以遠を「新市街地」とした。
注11)家族型分類の「その他」は「単身」「単親」「複合家族」である。
注12)「土地の選定理由」「住宅の選定理由」については、「主要なもの」
のほかに複数回答も得ているが、紙面の都合上ここでは「主要な
もの」のみ扱うこととする。
注13)余暇活動を取り上げる問題意織については、既発表議文「余暇生
活のグループ化傾向と住様式・住意識の連関一集会関連施設の需
要構造騰に関する基礎的研究一」（日本建築学会計画系鎗文報告
集第361号、昭和61年3月）および学位鎗文「集会関連施設の
地域計画に関する研究一余暇生活の社会化傾向に関する生活空
間蹄的研究一」（桜井康宏、京都大学、1990)を参照されたい。
注14)「余暇生活の社会化」の4分類については以下の手続きに従って
いる。複数の活動に参加している場合には、「公共化」「商業化」
の役割を評価する観点から、公共＞商業＞共同の順に優先して分
類した。従って、［公共：公共露座を含むもの全て］［商業：民間
撫座・けいこ事を含むもの（ただし公共講座を含むものは除く)］
［共同：団体サークル・職場サークルを含むもの（公共講座・民
間露座・けいこ事を含むものを除く)］［自主：自主サークルのみ
のもの］となる。
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